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１． アドミッション・ポリシー(入学者受け入れの方針) 

 

本研究科専門職学位課程高度教職実践専攻では、教職に関するより実践的な専門性を培い、高度な実践力を身

につけ、新しい学びの構築に寄与して学校組織の中核となることを志向する現職教員や、教職に関心があり、よ

り実践的な専門性を培い、教職に関する高度な実践力を身につけたいという目的を持つ学卒者を求めています。 

 本専攻の目指す人材像は、次のとおりです。 

 ・現職院生は、地域や学校において指導的・中核的な役割を果たすために必要な高度で優れた実践力・応用力

を備えたスクールリーダーとなる教員 

 ・学卒院生は、実践的な指導力・展開力を備える新しい学校づくりの有力な担い手として自ら積極的に取り組

み、将来的にリーダーの役割を果たすことができる新人教員 

 

２． 募集人員 

 

専攻名 募集人員 

高度教職実践専攻 ２０人 

 

３． 出願資格 

教育職員免許法（昭和24年法律第147号）による幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校のいず

れかの教諭、養護教諭又は栄養教諭の免許状のいずれかを有し（令和４年３月３１日までに取得見込みの者を含

む）、次の(1)～(7)のいずれかに該当する者 

 

 (1) 大学を卒業した者、又は令和４年３月３１日までに卒業見込みの者 

 (2) 学校教育法第104条第７項の規定により、大学評価・学位授与機構から学士の学位を授与された者（令

和４年３月３１日までに授与される見込みの者を含む） 

 (3) 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者（令和４年３月３１日までに修了見込みの

者を含む） 

 (4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本において履修することにより当該国の学校教育にお

ける１６年の課程を修了した者（令和４年３月３１日までに修了見込みの者を含む） 

 (5) 文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第５号参照） 

これには、「教育職員免許法による小学校、中学校、高等学校もしくは幼稚園の教諭もしくは養護教諭の

専修免許状又は一種免許状を有する者で２２歳に達したもの」も含まれる。 

 (6) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

 (7) 本研究科で事前に行う資格審査で、下記の１）～３）のいずれかに該当すると認められた者 

  1）日本の大学に３年以上在学した者で、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと本研究科

が認めた者 

① 在学期間について 

     令和４年３月末において、日本の大学の在学期間が３年間に達していること。 

     なお、休学期間は、在学期間に含めないものとする。 

   ② 学業成績について 

     出願時において、修得の必要のある科目のすべてを修得し、修得単位の９／１０以上が最上位

の評価（点数評価の場合は８０点以上）であること。 

     なお、入学試験に合格した後、令和４年３月末までに卒業要件単位数の９／１０以上単位の修

得ができない場合及び選択科目を含め修得単位の９／１０以上が最上位の評価が得られないと確

定した場合、入学を許可しない。 

   ③ 研究業績等について 

     優れた学力、研究能力等を示す学術論文等（卒業論文、研究発表報告、免許、資格、もしくは

これらに準ずるものを含む）がある者。 
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   ④ 提出書類について 

    ア．資格審査を希望する者は、令和３年９月１日(水)までに、大学所定の様式（氏名、生年月日、

現住所、学歴、職歴、研究教育歴、資格、免許等を記載）に学業成績証明書及び身分等を証明

する書類の他に、次のものを提出のこと。  

Ａ：在学証明書 

Ｂ：学生便覧もしくは履修の手引き等最終学歴に関する書類（卒業（修了）要件、修業年限、カ

リキュラム等が記載されている書類） 

    イ． 研究業績等について 

学術論文等（卒業論文、研究発表報告、免許、資格、もしくはこれらに準ずるものを含む）で

志願者の優れた学力、研究能力等を示す研究業績等を本研究科所定の様式に記載し提出するこ

と。 

      本出願資格により入学した場合、学部卒業生として見なされない。したがって、大学の学部

を卒業していることを要件と定められている種々の国家試験等の資格試験は受験できなくなる

ので注意すること。 

2）外国の学校教育における１５年の課程を修了した者で、所定の単位を優れた成績をもって修得し

たものと本研究科が認めた者 

① 在学期間について 

     令和４年３月末において、１５年の課程を修了していること。 

② 学業成績について 

       出願時において、修得の必要のある科目のすべてを修得し、かつ修得単位の９／１０以上

が最上位の評価（点数評価の場合は８０点以上）であること。 

     なお、入学試験に合格した後、令和４年３月末までに１５年の課程を修了した者でも、修得

単位の９／１０以上が最上位の評価が得られないと確定した場合、入学を許可しない。 

③ 研究業績等について 

       優れた学力、研究能力等を示す学術論文等（卒業論文、研究発表報告、免許、資格、もし

くはこれらに準ずるものを含む）がある者 

④ 提出書類について 

     研究業績等について 

     学術論文等（卒業論文、研究発表報告、免許、資格、もしくはこれらに準ずるものを含む）、

志願者の優れた学力、研究能力等を示す研究業績等を本研究科所定の様式に記載し提出する

こと。 

3）本研究科が行う個別の資格審査によって大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で、満２２歳に達した者、又は令和４年４月１日までに満２２歳に達する者 

  ア．この資格審査の対象となるのは、短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校の卒業者や

その他の教育施設の修了者等、又は大学卒業までに１６年を要しない国からの外国人留学生

のうち、母国での大学修了後に、日本国内又は外国の大学もしくは大学共同利用機関等及びこ

れらに準ずる研究機関で、研究生、研究員として、概ね１年以上研究に従事した経験を有する

者 

  イ．資格審査を希望する者は、令和３年９月１日(水) までに、氏名、生年月日、現住所、学歴、

職歴、研究教育歴、資格、免許等を記載したもの（大学所定の様式）に卒業（修了）証明書、

学業成績証明書及び上記アに言う大学もしくは研究機関で、研究に従事した期間、身分等を証

明する書類を添付して教育学部学務係へ申し出ること。なお、場合によっては、随時他の事前

確認文書等を求めることがある。 

  ウ．研究科委員会において入学資格を有すると認定された者に対して出願書類の受付を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 二種免許状のみ保持しており、最終学歴が短期大学卒業等、４年制大学以外の者は、資格審

査が必要になります。 
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４． 出願期間及び手続 

(1) 入学志願者は、以下（3）に示す出願書類等を取りまとめ出願期間内に提出してください。 

出願期間：令和３年９月１３日（月）から令和３年９月２４日（金） 

（ただし、土・日・祝祭日は除く。） 

受付時間：９時から１６時 

     期限後に到着した場合は受理しません。 

郵送の場合は、必ず『書留』とし、封筒に「大学院教育学研究科高度教職実践専攻入学志願

書類在中」と朱書きして令和３年９月２４日（金）１６時までに必着のこと。 

 

【 提 出 先 】〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 

                         琉球大学教育学部 学務係   

電 話 ０９８－８９５－８３１７ 

(2) 注意事項 

① 出願書類に不備がある場合には、受理しないことがあります。 

② 出願後はいかなる事由があっても、出願事項の変更及び返却は認めません。 

③ 記載事項に虚偽の記入をした場合は、入学後でも入学許可を取り消すことがあります。 

④ 任命権者による現職派遣に関する手続きの書類提出締め切り及び日程等については、別途教育委員会

から送付される公文等を確認すること。（沖縄県内の教員現職派遣を希望される方は、裏表紙の「沖縄県

内の教員現職派遣希望者（幼稚園教諭を除く）の出願から入学までの流れ」を参照してください。） 

⑤ 任命権者等による派遣及び大学院修学休業者等により進学予定の現職教員については、所属の都道府

県教育委員会等へ情報を提供する場合があります。 

 

 

(3) 出願書類 

書類等の名称 提出該当者 摘   要 

① 入学願書 全  員 所定の用紙に必要事項を記入してください。 

② 写真票・受験票 全  員 

所定の用紙に必要事項を記入してください。写真は上半

身、脱帽、正面向（縦６cm×横５㎝）で出願前３カ月

以内に撮影したものを所定の欄に貼付してください。 

③ 卒業（見込）証明書 全  員 

出身大学（学部）長等が作成したものを提出してくださ

い。なお、証明書と現在の氏名が違う場合は、その証明

となる書類(戸籍抄本等)を添付してください。 

④ 成績証明書 全  員 

出身大学（学部）長等が作成し、厳封したものを提出し

てください。なお、出身大学に編入学した場合は、編入

学前後の両方の大学等の成績証明書を提出してくださ

い。 

⑤ 

「教育職員免許状授与証明書」

もしくは「教育職員免許状の両

面写し」又は「教育職員免許状

取得見込証明書」 

全員（沖縄県教育委

員会から派遣された

現職教員を除く） 

免許状を授与した都道府県教育委員会が作成したもの。

「教育職員免許状の両面写し」を提出する場合は、受験

当日に原本を持参すること。 

⑥ 受験承諾書 現職教員［注１］ 

本学所定の用紙により、所轄長等(市区町村立の学校は

設置自治体の教育委員会教育長、都道府県立及び私立の

学校は学校長、大学附属の場合は学長等)が作成した承

諾書を提出すること。（任命権者等による派遣以外の、

大学院修学休業制度や自己啓発等休業制度等を利用する

形で進学を希望する現職教員も任命権者等による派遣予

定者と同様に所轄長等が作成した承諾書が必要） 

⑦ 教育実践概要 現職教員［注１］ 所定の用紙に記入してください。 
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書類等の名称 提出該当者 摘   要 

⑧ 
検定料納付証明書(大学用)又

は領収証等 
全  員 

検定料30,000円を支払ったことが確認できるもの。詳

細については、次ページを参照してください。 

⑨ 志願者整理票 全  員 所定の用紙に必要事項を記入してください。 

⑩ 受験票等返送用封筒 全  員 
返信用封筒（長形３号）に374円分の切手（速達）を貼

り、志願者の住所、氏名、郵便番号を明記したもの。 

⑪ 在留資格を証明するもの 外国籍を有する者 

外国籍を有する者は、市区町村長の交付する在留カード

の写し（在留期間、在留資格を明記したもの）を提出す

ること。 

⑫ 外国人出願者調書等 〃 

①本学の研究生として在籍している外国人留学生

は、研究生の入学許可書の写しを一部提出するこ

と。ただし、教育学部研究生の場合は、出願書類の

うち、卒業証明書、成績証明書は提出する必要はな

い。 

②他大学に在籍している国費留学生は、当該大学の 

発行する国費留学生証明書を提出すること。 

⑬ 
学位授与証明書又は学位授与

申請受理証明書 

出願資格の(2)に該

当する者 
学位授与機構が作成したもの。 

⑭ 

(入学試験出願資格審査申請用) 

・入学試験出願資格審査申請

書 

・履歴書 

・志願理由書 

・研究業績等一覧 

出願資格の(7)に該

当する者 

左記の様式に、出願資格(7)に記載の書類を併せて提出す

ること。（１～２ページ参照） 

【提出期限】 

 令和３年９月１日(水)まで（必着） 

⑮ 検定料免除申請書 該当者のみ 詳細については、５ページを参照すること。 

［注１］現職教員と現職教員以外の区分については、「６．入学者選抜方法」を参照してください。 

 

 

５.入学検定料振込等について 

(１) 検定料 ３０,０００円 

    検定料振込み期間  令和３年９月１３日（月）～９月２４日（金） 

    ※検定料を最終日に振込む場合は、振込んだ後、当日16時までに出願書類一式を提出しなければ

ならないので注意してください。 

 (２) 振込方法 ※振込手数料については志願者本人の負担となります。 

  ①金融機関の窓口で行う場合（別添「検定料振込書」を使用してください） 

   ア．検定料振込書の※印欄を黒のボールペンで正確に記入してください。 

     【依頼日、入学志願者氏名（フリガナ）、住所、電話番号、振込先（枠内に○印）】 

   イ．金融機関窓口から「検定料納付証明書（大学用）」を受け取る際は、取扱金融機関収納印を確認

してください。 

   ウ．「検定料納付証明書（大学用）」は出願書類に同封して提出してください。 

    ※この募集要項添付の「検定料振込書」が使用できない場合は、各金融機関備付の振込依頼書で

振込んでください。 

      振込依頼人氏名は、先に募集区分（教育学研究科専門職学位課程は821）、次に志願者本人氏

名としてください。 

       例） ８２１ ダイガク タロウ 

344円(R3.10.1～)
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      振込先口座、金額及び募集区分は「検定料振込書」で確認してください。 

      受領書の写しを「検定料納付証明書（大学用）」の代わりに提出してください。 

 

  ②ＡＴＭやインターネットバンキング等で行う場合 

   ア．教職大学院の受験者とわかるように必ず振込人氏名の前に募集区分（教育学研究科専門職学位

課程は821）、次に志願者本人氏名を入力の上、振込んでください。（入力のない場合、振込が確

認できない場合があります。） 

例） ８２１ ダイガク タロウ 

   イ．振込みの事実が分かる書類（ＡＴＭの振込明細やインターネットバンキングでの振込み完了画

面の写し等）を出願書類に同封して提出してください。 

 

<<留意事項>> 

  ア．下記のように、検定料の振込みの事実が確認できない場合は、出願書類を受理しません。 

    ・検定料が振込まれていない場合 

    ・振込みの事実が分かる指定書類が出願書類に同封されていない場合 

    ・「検定料納付証明書(大学用)」に取扱金融機関収納印がない場合 

  イ．既納の検定料は次の場合を除き、いかなる理由があっても返還しません。 

①検定料を振込んだものの、出願しなかった場合（出願書類を提出しないまま出願期間が終了した

り、書類不備等により出願書類が受理されなかった場合） 

②誤って検定料を二重に振込んだ場合 

   ③特例措置対象者(下記（3）参照)が検定料を振込んだ場合 

    ※上記①、②に該当する場合は、本募集要項添付の「返還金払戻請求書」に必要事項を記入し、払い戻

しの理由を選択、氏名欄へ押印のうえ、「検定料納付証明書（大学用）」を同封して下記へ送付してく

ださい。 
    （封筒には、「返還金払戻請求書在中」と朱書きしてください。） 
    （返還は銀行振込で行います。保護者名義口座の場合は必ず続柄も明記してください。ゆうちょ銀行口

座を指定する場合は、振込先の店名・店番・預金種別・口座番号を明記してください。返還には請求

書受理後２～３ヶ月程度かかります。） 
 
     送付期限：令和４年３月３１日（木） 
     送 付 先：〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原1番地 
                琉球大学財務部経理課収入・支出係  電話（０９８）－８９５－８０５８ 
 
    ※上記③に該当する場合は、返還手続き（下記（3）参照）を行ってください。 
 
 (３)  東日本大震災、熊本地震、平成３０年７月豪雨、北海道胆振東部地震、令和元年房総半島台風、東日本

台風及び令和２年７月豪雨における災害救助法が適用されている地域で被災した令和４年度琉球大学入

学者選抜試験志願者の検定料の取扱いについて 

    琉球大学では、令和４年度の大学院入学者選抜に関して、被災者の経済的負担を軽減することによ

り、受験の機会を確保するため、以下のとおり特例措置を実施することとしましたのでお知らせしま

す。 
  ア．特例措置の対象 
    令和４年度大学院入試 
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  イ．措置内容 
    検定料の免除  ３０,０００円 
 
  ウ．免除の対象者及び必要書類 

対  象  者 必 要 書 類 

①  東日本大震災、熊本地震、平成３０年７月

豪雨、北海道胆振東部地震、令和元年房総

半島台風、東日本台風及び令和２年７月豪

雨における災害救助法が適用されている地

域で被災した志願者で、以下のいずれかに

該当する者 

 
 
 

 1) 主たる家計支持者が所有する自宅家屋が

全壊、大規模半壊、半壊、流失した場合 り災証明書 

2) 主たる家計支持者が死亡、又は行方不明の

場合 死亡又は行方不明を証明する書類 

② 居住地が福島第一原子力発電所事故により、

帰還困難区域、居住制限区域又は避難指示解

除準備区域に指定された者 
被災証明書 

 
 エ．申請の方法 

入 試 区 分 申 請 方 法 

○大学院入試 

本学所定の様式（検定料免除申請書）に、り災

証明書等を添えて、出願書類とともに同封のうえ

提出してください。 
なお、申請する場合は、「検定料」を振込まない

でください。 
また、すでに納付した検定料の返還を希望する

場合は、本学所定の様式（返還金払戻請求書）に、

り災証明書等を添えて教育学部学務係へ申請し

てください。申請後、検定料を返還します。 
    ※返還金払戻請求書の提出期限は、令和４年３月３１日（木）までとします。 
     提出先  〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 
          国立大学法人琉球大学 教育学部学務係  電話（０９８）－８９５－８３１７ 
 
 
６．入学者選抜方法 

 

現職教員については、口述試験を実施し、これまでの教育実践及び入学後に取り組みたい実践的課題等や専門

分野に関する知識等を試問します。また、出願書類「教育実践概要」についても評価を行い、その結果を総合し

て判断します。 

現職教員以外の学部卒業者等については、将来のリーダーとして実践的な指導力・展開力を備えた教員となる

ことが期待されており、本課程において高度な実践力・応用力を修得するためには、教職に関する意欲や知識に

加えて、自らの考えをまとめ表現する論理的思考力・表現力等が必要となります。そのため、口述試験に加えて

筆記試験（「教育実践」に関する小論文）を実施し、その結果を総合して判断します。 
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(1) 学力検査内容 

受験者の区分 検査科目 

現職教員 

［注１］ 

常勤の現職教員で、所轄長等（市区町村立の学校

は設置自治体の教育委員会教育長、都道府県立及

び私立の学校は学校長、大学附属の場合は学長

等）の承諾を受けた者。 

※教育委員会派遣又は大学院修学休業者等 

学力検査として「口述試験（教育実

践概要の審査を含む）」を課す。 

現職教員以外 

４年制大学を卒業もしくは令和４年３月末まで

に卒業見込みで、教員免許状を取得もしくは３月

末までに取得見込みの者。(その他、出願資格を

有する者。) 

学力検査として「小論文」「口述試

験」を課す。 

［注１］ 現職教員とは、学校教育法に規定する幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・中等

教育学校・特別支援学校、教育関係機関（教育委員会及び教育研究所等）の常勤の者で、所属長

の承諾を受けた者をいいます。（臨時的任用者、非常勤講師等の期限付き任用者及び令和４年３月

３１日以前に退職する予定の方は「現職教員」の対象外になります。） 

 

(2) 配点 

現職教員 「教育実践概要」の評価：200点 口述試験：200点 計400点 

現職教員以外 小論文：200点 口述試験：200点 計400点 

 

(3) 学力検査日時 

  期 日 令和３年１０月１６日（土） 

  予備日 令和３年１０月２３日（土）  

      ※ 暴風警報の発令などで上記期日に試験が実施できない場合は、予備日に試験を行います。 

      ※ インフルエンザ等の病気、試験場に向かう途中の事故、その他やむを得ない事由により

試験を受験できない場合は、試験当日までに教育学部学務係（098-895-8317）までご連絡

ください。事由によっては別の日時で試験を実施することもあります。 
 

受験者の区分 筆記試験（小論文） 口述試験 

現職教員 なし 10：30～ 

現職教員以外 10：30～12：00 13：00～ 

※小論文及び口述試験の場所は、当日指示します。 

 各試験の開始時間等について変更する場合は、個別に連絡致します。 

 

(4) 入学試験場 

琉球大学教育学部 

〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 

 

７．受験上の注意事項 

 (1) 試験当日は、本学が交付した「受験票」を必ず持参してください。 

 (2) 試験に必要な注意事項等については、試験当日に教育学部掲示板に掲示します。 
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８．合格者発表 

令和３年１１月４日（木）１０時、合格者の受験番号を本学教育学部掲示板に掲示するとともに、合格者に

は、合格通知書を郵送します。入学手続き等については、送付する書類でご確認ください。  

教育学部ホームページ（http://www.edu.u-ryukyu.ac.jp/）においても合格者の受験番号を掲載する予定で

す。これは、情報サービスの一環で行うものですので、必ず合格通知書又は学内の掲示により確認してくださ

い。 

 なお、電話等による合否の問い合わせには、一切応じません。 

 

 

９．入学料及び授業料 

 (1) 入学料      ２８２，０００円 (予定) 

 (2) 授業料(前期分)  ２６７，９００円（年額５３５，８００円）(予定) 

  (注) ① 上記については予定額であり、入学時及び在学中に金額の改定が行われた場合は、改定時から新

たな金額が適用されます。 

    ② 授業料の納入については、申し出により前期分の納入の際に後期分も合わせて納入することがで

きます。 

    ③ 入学料の免除又は徴収猶予、あるいは授業料の免除を希望する者（対象者については、合格者に

送付する「入学手続案内」で詳しく説明します。）は、所定の免除申請手続きを行うことにより、免

除又は徴収猶予の可否が決定されるまでの間、入学料又は授業料の徴収が猶予されます。 

 

 

10．高度教職実践専攻入学者に対する特別措置（インセンティブ）について 

高度教職実践専攻へ入学し、以下に該当する者は本専攻独自の特別措置が適用されます。 

(1) 授業料の免除について 

   ① 大学を卒業後、本専攻に入学した院生、又は大学を卒業後、期間をおいて本専攻に入学した院生（以

下「学卒院生」という。）のうち、教職大学院入学前及び標準修業年限内（休学期間は含まない。）に

おいて教員候補者選考試験に合格し、かつ、正規常勤採用されることが確定した者については、最終

年度の授業料を免除します。ただし、琉球大学大学院学則第１１条第１項第５号に規定する標準修業

年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修することを認められた者（「14．長期履修制

度」を認められた者。）については免除しません。 

   ② 教育公務員特例法に基づく大学院修学休業制度（無給）を利用して本専攻に入学した院生について

は、標準修業年限（２年間）の授業料を免除します。ただし、休学期間は含みません。なお、私立学

校等で同等の制度を利用した院生についても同様とします。 

   ③ 各都道府県教育委員会又は指定都市教育委員会等の任命権者が、職務研修の一環として派遣した院

生については、標準修業年限内における派遣期間中に相当する在学期間の授業料の半額を免除し、派

遣期間終了後の在学期間の授業料を免除します。なお、琉球大学教育学部附属学校及び私立学校等の

教員で、同等の処遇を受ける院生についても同様とします。 

   ④ ③に該当する者のうち沖縄島（沖縄島と橋でつながっており、陸上交通手段のみで往来可能な周辺離

島を含む）以外に生活根拠地があり、本学の院生として進学する際に転居が伴う場合（進学と同時期に

人事異動となり沖縄島への転居の必要性が生じた者、もしくは移転料等が支給される者を除く。）は、標

準修業年限（２年間）の授業料の全額を免除します。なお、標準修業年限内の全期間にわたり職務専念

義務が免除される形で派遣される者のうち、進学に際し移転料等が支給された場合は、１年目の授業料

の半額を免除し、２年目の授業料を免除します。ただし、休学期間は含みません。 
 

http://www.edu.u-ryukyu.ac.jp/
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【本専攻大学院生に対する特別措置（授業料減免）の例】 

（詳細な条件は一部省き、一例を記しています。不明な点はお問い合わせください。） 

 対 象 者 授業料免除の内容 

現職教員 

でない者 

（ア）沖縄県公立学校教員候補者選考の最終

合格者（ただし入学前～大学院２年目

までの合格） 

最終年度の授業料を免除 

現職教員 

（イ）無給休職制度を利用する者 ２年間の授業料を免除 

（ウ）任命権者が職務研修の一環として１年

間派遣する者 

１年目の授業料を半額免除し、

２年目の授業料を免除 

（エ）職務研修の一環として沖縄島以外から

派遣される者で、移転料が支給されな

い者 

２年間の授業料を免除 

 

(2) 沖縄県公立学校教員候補者選考最終合格者の名簿登載期間の延長について 

   沖縄県公立学校教員候補者選考の最終合格者のうち、次の者は高度教職実践専攻の修了まで名簿登載期

間を延長します。 

   ① 対象となる者 

     高度教職実践専攻への進学を予定する者及び１年次に在学中の者。ただし、修了までの年限が２年

以内のものに限ります。 

  ② 延長のための手続き 

     名簿登載の延期を希望する者は、沖縄県公立学校教員候補者選考最終試験合格後、所定の期間内に

沖縄県教育庁学校人事課へ申し出てください。 

(3) 中堅教諭等資質向上研修における研修内容の免除について 

沖縄県内の市町村立小中学校及び県立学校において、中堅教諭等資質向上研修の対象年度となる者で、

国立大学法人琉球大学教職大学院（高度教職実践専攻）にてその課程を履修している場合には、当該年度

の中堅教諭等資質向上研修を受講したものとみなす。 

 

 

11．日本学生支援機構奨学金について 

日本学生支援機構奨学金（貸与）の「予約採用」は８月頃に募集を行いますので、琉球大学公式ホームペ

ージ及び学内掲示板でお知らせします。また、入学後は４月に「定期採用」の募集を行います。 

   ※問い合わせ先 学生部学生支援課 奨学係  電 話 ： （０９８）－８９５－８１３６ 

 

 

12．第２次募集について 

合格者が募集人員に満たなかった場合、次の期日に第２次募集を行います。 

※出願手続、選抜方法等は、第１次募集に準じます。 

(1) 出願期間及び手続 

出願期間：令和３年１２月２日（木）から令和４年１月５日（水） 

（ただし、土・日・祝祭日・年末年始休業日は除く。） 

受付時間：９時から１６時 

     期限後に到着した場合は受理しません。 

郵送の場合は、必ず『書留』とし、封筒に「大学院教育学研究科高度教職実践専攻入学志願書類
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在中」と朱書して令和４年１月５日（水）１６時までに必着のこと。 

(2) 個別入学資格審査申請の締切 

令和３年１１月３０日（火） 

(3) 学力検査等期日及び時間 

令和４年１月２２日（土） 

    ※学力検査科目、試験時間等については、第１次募集に準じます。 

(4) 合格者の発表 

令和４年２月１０日（木）１０時 

※発表方法等については、第１次募集に準じます。 

 

 

13．教育方法の特例措置 

  現職教員等が大学院教育を受ける機会を拡大するため、現職教員等に大学院設置基準第 14 条に定める教

育方法の特例措置を適用します。２年間の派遣もしくは休業ができない場合は、この特例措置を活用くださ

い。 

  本研究科では、特例を、２年次のみに適用する「１年次フルタイム方式」と１・２年次にわたって適用

する「１・２年次夜間等授業履修方式」の２方式としていますが、高度教職実践専攻では、１年次において

附属学校・連携協力校での長期間の実習が必修となっているため、「１年次フルタイム方式」のみが適用さ

れます。そのため、受験にあたっては、所轄長等の承諾を必ず得てください。（大学院派遣又は大学院修学

休業制度等を利用する期間が１年の場合は、１年次フルタイム方式を適用することになります。） 

 

 ※１年次フルタイム方式（主に教育委員会から派遣される現職教員及び休業制度利用の現職教員が対象） 

(1) １年次は、在職校における勤務を離れて通常の時間帯に開講される授業を履修し、研究指導を受ける

フルタイムの修学とし、３０単位以上を修得するものとする。 

(2) ２年次は、在職校等に勤務しながら本研究科の指定した時間又は時期等（通常の授業時間及び夜間、

夏季、冬季休業期間等）に通学し、課程修了に必要な残りの単位を修得するものとする。 

 

 

14．長期履修制度 

職業を有している社会人学生等を対象に、計画的な長期在学、履修により修学の便宜と授業料の軽減を図

る制度です。申請に基づき大学が審査し、最長４年間の計画的な修学を認めます。長期履修を許可された学

生は原則として２年間の授業料でこの履修期間の修学が可能です。ただし、特別措置（インセンティブ）が

適用されなくなりますので、ご注意ください。（８ページ参照） 

  希望者は指導予定教員に事前に相談してください。 

   ※申請を希望する者は入学手続き時、又は、一年次の後期の２月末までに申請書類を提出すること。 

   ※長期履修を許可された学生が納入する授業料は、年額の２年分を許可された修業年数で除した額を年額 

とする。 

     （例） ①入学時に３年の長期履修が認められた場合 

          １～３年次年間授業料＝通常の年間授業料×２÷３ 

         ②１年次後期に修業年限を２年から３年に延長した場合 

          ２～３年次年間授業料＝通常の年間授業料÷（３－１） 
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15．個人情報の取扱いについて 

  本研究科が入学者選抜を通じて取得した個人情報については、入学者選抜で利用するほか、次のとおり利

用します。 

  (1) 合格者の氏名等を入学手続きに関わる業務で利用します。 

  (2) 入学手続者の氏名等を入学後の学籍管理等、修学に関わる業務で利用します。 

  (3) 入学手続者及び学資負担者の住所・氏名等を授業料徴収など納入管理に関わる業務で利用します。 

  (4) 入学者選抜で取得した成績等の個人情報を、入学料免除・授業料免除及び奨学生選考など、修学支援に関

わる業務で利用します。 

  (5) 出願書類の不備等がある場合、その訂正・補完を速やかに行っていただくため、本学を受験されること及

び出願書類に不備等があることを、保護者又は勤務先等に通知する場合に利用します。 

  (6) 個人が特定できないように統計処理したデータを、入学者選抜に関する調査・研究などに利用します。 

※本研究科が取得した個人情報は、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」第９条に

規定されている場合を除き、出願者の同意を得ることなく他の目的で利用、又は第三者に提供すること

はありません。 

 

 

16．その他 

 (1)「教職大学院オープンキャンパス」については、教職大学院ホームページ（http://www1.edu.u-

ryukyu.ac.jp/kyoshoku/）でご確認ください。 

(2)「学生募集要項」を請求する時は、返信用封筒〔角型２号規格の封筒（縦33.2㎝、横24.0㎝）に、請求

者の住所、氏名を明記し、250円分の切手（普通）又は540円分の切手（速達）を貼付したもの。〕を同封

し、表に「令和４年度 教育学研究科高度教職実践専攻募集要項請求」と朱書し、教育学部学務係へ申し込

んでください。 

 (3)学生募集に関して照会する場合は、教育学部学務係に問い合わせてください。 

 

琉球大学教育学部学務係 
  〒903－0213  沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 
     電  話   （０９８）－８９５－８３１７ 

510円(R3.10.1～)

http://www1.edu.u-


 



  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
出 願 書 類 所 定 用 紙 

 

 

 

以下の出願書類が添付されていますので、確認してください。 

 

 

 

       １．入学願書 

       ２．写真票、受験票 

       ３．教育実践概要 

       ４．受験承諾書 

       ５．入学試験出願資格審査申請書、履歴書（入学試験出願資格審査用） 

       ６．志願理由書、研究業績等一覧（入学試験出願資格審査用） 

       ７．検定料免除申請書                 

       ８．返還金払戻請求書               

       ９．検定料払込書 

       10．志願者整理票 

 

 

 



 



令和４年度琉球大学大学院教育学研究科【教職大学院】 

専門職学位課程高度教職実践専攻入学願書 

受 付 月 日 
※ 

月  日  
入学検定料 

※ 

月  日  

受 験 番 

号 

※ 

フリガナ  
出願の区分 

（該当する番号を○で囲むこと） 

氏  名  １．現職教員 ２．現職教員以外 

生 年 月 日 
昭 和

平 成
      年   月   日  （満   歳） 

性 

別 
男 ・ 女 

出  願  資  格 

所有する教員免許状 

※同一種類のものは、最上位の
免許状だけで可。 

※取得見込の場合は、免許状番
号欄に取得見込と記入する。 

免許状の種類（教科） 
［記入例：中学校教諭１種（国語）］ 

免許状番号 
［記入例：平 28中 1 第 00

号］ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

該当する番号に○印をつけること (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)1) (7)2) (7)3) 

         立              大学              学 部 

            課程（学科） 

            昭和 ・ 平成 ・ 令和   年   月  卒業・卒業見込 

その他 

現 住 所 
〒                        ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ： 

                            ＴＥＬ（   ）   － 

通知を受ける場所 
〒 

（携帯電話等、必ず連絡が取れる電話番号を記入してください）ＴＥＬ（   ）   － 

出願時における職種

及び派遣方法等 

（該当する番号を○で

囲み、大学院修学休業制

度を利用する場合はそ

の期間を、その他の場合

は、具体的な内容につい

て記入すること。） 

現職教員 

派遣方法等 
１．沖縄県教育委員会派遣   ２．大学院修学休業制度（   年） 

３．その他（                         ） 

勤務先 

 

ＴＥＬ（   ）   － 

現職教員

以外 

１．学生  ２．その他（職種等：                    ） 

勤務先 
 

ＴＥＬ（   ）   － 

入学後の研究計画（入学後に「課題研究」で取り組みたい研究テーマと研究計画の概要を記述してください。） 

研究テーマ：                                                    

研究計画の概要：                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                     

                                                

記入上の注意 
１．※印欄は記入しないこと。 

２．出願資格の「その他」の欄は、具体的な内容を記入すること。 



 
 

 
 

 

履         歴 

学 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歴 

年   月   日 高 等 学 校 卒 業  

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

職 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歴 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

年   月   日 
 

上記のとおり相違ありません。 

 

令和   年   月   日 

 

氏 名             ㊞ 

１．入学、卒業、修了、休学、退学時はもれなく記入のこと。 

  また、留学歴のある者は、国名、設置者名、学校名、期間等具体的に記入のこと。 

２．職歴のある者はもれなく記入のこと。 



令和４年度 
 

琉球大学大学院教育学研究科
高度教職実践専攻【教職大学院】 

 
写  真  票 

  

令和４年度 
 

琉球大学大学院教育学研究科
高度教職実践専攻【教職大学院】 

 
受  験  票 

受験番号  ※ き

り

と

ら

な

い

こ

と 

受験番号  ※ 

フリガナ  性 別 フリガナ  性 別 

氏  名 

 

 

生年月日 

 

 

昭和

平成
   年   月   日 

男・女 

氏  名 

 

 

生年月日 

 

 

昭和

平成
   年   月   日 

男・女 

出願区分 
 

※該当する

番号を○で

囲む。 

 １．現職教員 
出願区分 
 

※該当する

番号を○で

囲む。 

１．現職教員 

 ２．現職教員以外 ２．現職教員以外 

 

 

 

写真を貼る欄 

  

  （注） １．※印欄は、記入しないこと。 

      ２．入学の手続きを完了するまで保管 

すること。 

      ３．試験中は、試験監督者の見やすい 

机上に置くこと。 

      ４．出願書類⑤で「教員免許状の両 

面写し」を提出した者は、受験当 

日に原本を持参すること(募集要 

項３ページ参照)。 

○ 写真は、出願前３ヶ月以 

   内に撮影した脱帽正面上 

   半身（６cm×５cm）とす 

   る 

○ 写真の裏に氏名を記入し 

   て貼付すること。 

 

 



 



教 育 実 践 概 要 
 琉球大学大学院教育学研究科 高度教職実践専攻【教職大学院】  

フリガナ 

 

氏 名 

 

  受験番号 

※ 

これまで取り組んできた教育実践の内容について記入してください（1000字程度）。 

また、その裏付けとなる「教育・研究業績等」がありましたら、裏面に記入してください。 

                                                   

                                                   

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

                                              

                                                   

 
注） ※印欄は記入しないこと。 

   ※プリントアウトした用紙を貼付する場合は、剥がれないようしっかりとのり付けしてください。 

 



【教育実践概要の記入に関する注意】 

教育実践概要には、これまで取り組んできた教育実践について、下記の項目を含めてわかりやすく記入してください。 

 ・これまで取り組んできた教育実践の具体的な内容や成果について 

・入学後に取り組みたい課題や専門分野の学びとこれまでの実践との関連について 

・教職大学院での学びを学校現場に還元する際にこれまでの実践がどの様に関係するかについて 

 

これまでの教育実践について評価できる「教育・研究業績等」がありましたら、下記の欄に記入してください。 

※書類作成上必須の項目ではありませんので、記載できる内容がある場合だけで結構です。 

教育・研究業績等記入欄 

「教育実践記録」や「研究業績（著書・学術論文・学会発表）」等がありましたら、以下に記入してください。 

※教育実践記録については、授業実践に関係する研究発表や学校で発行する「研究紀要」「研究集録」「研究レポート」

「実践レポート」等の著作を想定しています。 

※各業績は、発表順に通し番号を付して記入してください。 

【記入上の注意】 

注１）論文等については「発行所又は大会名等」の覧に、発表雑誌等の名称，巻・号，掲載ページ等を明記してください。 

注２）共著の場合には，本人の氏名（下線を付すこと）を含め著作者全員の氏名（多数にわたる場合は主要な共著者の氏名）

を当該著書等に記載された順に記入してください。 

教育実践記録や研究論文等の題目 
発 行 年

（西暦） 

発行所又は大会名等

［注１］ 

著者名 

［注２］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育に関わる表彰、受賞等の実績等がありましたら、以下に記入してください。 

年・月（西暦） 表彰・受賞内容 表彰団体等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他に、教育・研究業績に相当すると思われる事項がありましたら、以下に記入してください。 

年・月（西暦） 事項・内容 

 

 

 

 

 

 

※プリントアウトした用紙を貼付する場合は、剥がれないようしっかりとのり付けしてください。 



受  験  承  諾  書  
 

職  名 

 

氏  名 

 

上記の者が、貴研究科  高度教職実践専攻 (教職大学院 )を

受験することを承諾いたします。  

 

 

令和   年   月    日 

 

 

 
所轄長等 
氏名                  職 印  

 

 

 

琉球大学大学院教育学研究科長 殿 

 
※所轄長等（市区町村立の学校は設置自治体の教育委員会教育長、都道府県立および私立の学校は学校長、

大学附属の場合は学長等）が作成したものに限り受理する。 



 



 

入学試験出願資格審査申請書 

（入学試験出願資格審査申請用） 
 

 ※出願資格該当事項を○で囲んでください。 
  

 

 
教育学研究科長 殿 

 
貴大学院教育学研究科（高度教職実践専攻）入学試験に、出願を希望します。 
ついては、出願資格審査を受けたいので、所定の書類を添えて申請いたします。 

 
 
 

令和    年     月     日 
             フ リ ガ ナ 

氏    名            印    男 ・ 女 
 

昭 和

平 成
     年     月     日生 

対象課程・専攻名          専門職学位課程 高度教職実践専攻 

現 住 所 

〒 
 
 
 
 
TEL (             )         － 
 

出 身 学 校 等 名 

 
 
 

 
昭 和

平 成
     年     月   在学・卒業・修了 

                 その他（         ） 

出願資格 (7)1) (7)2) (7)3) 



 
履  歴  書 

（入学試験出願資格審査申請用） 
 
                   フ リ ガ ナ 
                   氏   名              印 
 

学 
 
 

 
 

 

歴 

   年 ・ 月  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

職 
 
 

 
 

歴 

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

免
許
・
資
格 

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

     ・  

注）１．学歴・職歴は、高等学校卒業以降について記入してください。 
  ２．記入欄が不足の場合は、別葉に記入してください。 
 

 



志 願 理 由 書 
 

（入学試験出願資格審査申請用） 
 

                     フリガナ 
                     氏  名              印 
 
１．琉球大学大学院教育学研究科（高度教職実践専攻）を志望した理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．高度教職実践専攻で研究できる資質を自分が十分に持っていると考えた点、特にアピールしたいこ

と。 
  （研究業績等） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

研 究 業 績 等 一 覧 
 

琉球大学大学院教育学研究科（高度教職実践専攻） 
（入学試験出願資格審査申請用） 

 
 

氏  名             印 
 

学術論文、研究発表報告、 

特許等の名称及び著者名 

発行、発

表等の年

月日 

発行所、発表雑誌又は 

発表学会等の名称 
備  考 

    

注）１．論文名は、１０編以内を記入すること。 
     ２．主な論文を１編以上３編までを添付すること。 
     ３．研究論文は、既発表のもので施設内発表のものでも可。連名で作成された論文の 

場合は、申請者の担当部分を明記すること。 
 
 



 
※受験番号： 

（大学院教育学研究科 高度教職実践専攻入試用） 
 

検定料免除申請書 
 
 

令和   年  月  日 
国立大学法人 

琉球大学長 殿 
 
 
 

（請 求 者） 
出願専攻名 

 
                  フ リ ガ ナ  

志願者氏名                 印 
 
住  所 〒     － 
 
 
電  話       －     － 

 
 

東日本大震災、熊本地震、平成３０年７月豪雨、北海道胆振東部地震、令和元年房総半島台風、

東日本台風及び令和２年７月豪雨において、下記のとおり被災しましたので、り災証明書等を添付

の上、検定料の免除を申請します。 
 

記 
 
被災状況（該当箇所にチェックしてください。） 
 

□全壊     □大規模半壊    □半壊    □流出 
□学費負担者死亡又は行方不明 
□福島第一原子力発電所事故による避難区域等 
 
 

 

 

 

注） ※印欄は記入しないこと。 



 



  　令和　　　年　　　月　　　日

国立大学法人

琉球大学長 殿

請求者

〒

印

私が令和　　　年　　月　　日に納付した検定料 円について、以下の理由により払戻を請求します。

１．　誤納

２．　出願辞退 ※受験辞退ではなく、出願しなかった方が対象です。

３．　書類不備等による出願書類の不受理

４．　東日本大震災において被災

５．　熊本地震において被災

６．　平成３０年７月豪雨において被災

７．　北海道胆振東部地震において被災

８．　令和元年房総半島台風、東日本台風において被災

９．　令和２年７月豪雨において被災

10．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

次の銀行口座へ振込んでください。

銀　行 支　店

1 普　通 2 当　座

（口座番号）

預金種別欄は、該当項目番号を○で囲んでください。

[注意]

※ 請求者は志願者本人としてください。

※ 保護者等、請求者以外の口座名義を指定する場合は、続柄も記入してください。

※ ゆうちょ銀行口座へ振込を受ける場合は、振込用の店名・店番・預金種目・口座番号が必要です。

振込用の店名・店番・預金種目・口座番号が分からない場合は、口座を開設したゆうちょ銀行へ

ご確認ください。

※ 封筒には「返還金払戻請求書在中」と朱書きしてください。

※ 返還には請求書受理後２～３ヶ月程度かかります。

 送付先　　〒９０３－０２１３　　沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　琉球大学財務部経理課収入・支出係 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：０９８－８９５－８０５８

返　還　金　払　戻　請　求　書

フ　リ　ガ　ナ

住　　　所

 フ　 リ　 ガ　 ナ

氏　　　名

電話番号

保護者名義の
場合の続柄

－

口　座　名　義

取引金融機関名

本　・　支　店　名

預　金　種　別

口　座　番　号
（　店　番　）



 



記
入

上
の

注
意

○
　

「
検

定
料

振
込

書
」

の
※

印
欄

を
黒

の
ボ

ー
ル

ペ
ン

で
正

確
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
《

依
頼

日
、

入
学

志
願

者
氏

名
（

フ
リ

ガ
ナ

）
、

住
所

、
電

話
番

号
、

振
込

先
（

枠
内

に
○

印
）》

○
　

振
込

手
数

料
に

つ
い

て
は

、
志

願
者

本
人

負
担

と
な

り
ま

す
。

○
　

金
融

機
関

窓
口

か
ら

「
検

定
料

納
付

証
明
書

（
大

学
用
）

」
を

受
け

取
る

際
は

、
取

扱
金

融
機

関
収

納
印

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

○
　

「
検

定
料

納
付

証
明
書

（
大

学
用
）

」
は

出
願

書
類

に
同

封
し

て
提
出

し
て

く
だ

さ
い
。

円

\
3

0
0

0
0

円

上
記

の
と

お
り

領
収

し
ま

し
た

（
電

話
番

号
）

　
令

和
４

年
度

　
琉

球
大

学
　

検
定
料

【
納

入
期

間
】

該
当

す
る

試
験

日
程

に
チ

ェ
ッ

ク
し

て
く

だ
さ

い
。

（
取

扱
店

→
振

込
人

→
大

学
）

（
取

扱
店

→
振

込
人
）

（
 
取

 
扱

 
店

 
用

 
）

金
額

琉
球

銀
行

宜
野

湾
支

店
（

普
通

）

沖
縄

銀
行

我
如

古
支

店
（

普
通

）
※ 振 込 先

い ず れ か の 銀

行 に ○ を す る

沖
縄

海
邦

銀
行

真
栄

原
支

店
（

普
通

）

み
ず

ほ
銀

行
那

覇
支

店
（

普
通
）

年
 
 
 
 
 月

 
 
 
 
 日

　
教

育
学

研
究

科
 
専

門
職

学
位

課
程
(
教

職
大

学
院
)

い ず れ か の 銀

行 に ○ を す る

※
募
集

　
区
分

琉
球

銀
行

宜
野

湾
支

店
（

普
通
）

沖
縄

銀
行

我
如

古
支

店
（

普
通
）

8
2
1

（ 振 込 時 金 融 機 関 で 切 離 し ）

国
立

大
学

法
人

 
琉

球
大

学

1
4
7
8
8
5
9

8
2
1

沖
縄

海
邦

銀
行

真
栄

原
支

店
（

普
通
）

み
ず

ほ
銀

行
那

覇
支

店
（

普
通

）

い ず れ か の 銀

行 に ○ を す る

0
5
6
3
3
58

0

 
 
 
 
 
 年

 
 
 
 
 月

 
 
 
 
 日

0

　
　

国
立

大
学

法
人
 
琉

球
大
学

※
氏

名

※
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ

※
（

住
所
）

□
【

第
一

次
】

令
和
3
年

9
月

1
3
日

(
月

)
か

ら
令

和
3
年

9
月

2
4
日

(
金

)
ま

で
□

【
第

二
次

】
令

和
3
年

1
2
月

2
日

(
木

)
か

ら
令

和
4
年

1
月

5
日

(
水

)
ま

で

検
 
 
 
 定

 
 
 
 料

 
 
 
 振

 
 
 
 込

 
 
 
 書

現 金

\
3
0
,
0
0
0
－

3
\

金
額

0
0

内 訳

沖
縄

海
邦

銀
行

真
栄

原
支

店
（

普
通
）

み
ず

ほ
銀

行
那

覇
支

店
（

普
通
）

1
5
4
0
3
6
6

0
5
6
3
3
5
8

取 扱 店 へ の お 願 い

振
込

金
額

　
　

ｺ
ｸ
ﾘ
ﾂ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｸ
ﾎ
ｳ
ｼ
ﾞ
ﾝ
 
 
ﾘ
ﾕ
ｳ
ｷ
ﾕ
ｳ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｶ
ﾞ
ｸ

1
5
4
0
3
66

0
5
6
3
3
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※
 
依

 
頼

 
日

※ 振 込 先

4
2
8
7
11

1
4
7
8
8
59

検
定

料
納

付
証

明
書

（
大

学
用
）

手
数

料
振

込
金

（
兼

手
数

料
）

領
収

書

 
 
 
 
 
 年

 
 
 
 
 月

 
 
 
 
 日

★
出

願
書

類
に

同
封

し
て

提
出

く
だ

さ
い

。

※
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日
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依

頼
日

手
数

料

振
込

依
頼

書

振
込

指
定

電
信

扱

勘
定

科
目

（
振

込
前

に
志

願
者

で
切

離
し

）

※ 依 頼 人

(志 願 者 )

(
フ

リ
ガ

ナ
)

氏
　
名

受
取
人

口
座
名

（ 大 学 提 出 時 に 切 離 し ）

※ 振 込 先

○ 太 枠 内 を 打 電 し て く だ さ い 。

○ 募 集 区 分 番 号 、 フ リ ガ ナ の 順 に 打 電 し て く だ さ い 。

　
　

令
和

４
年

度
　

琉
球

大
学
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教
育

学
研

究
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学
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課
程
(
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職
大

学
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)

※
募
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区
分

4
2
8
7
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1
4
7
8
8
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1
5
4
0
3
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※ 依 　 頼 　 人
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令
和

４
年
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琉
球

大
学

　
検
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料
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育

学
研

究
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門
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学
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程

(
教

職
大

学
院
)

4
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1
1

琉
球

銀
行

宜
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支

店
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普
通
）

沖
縄
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行

我
如

古
支

店
（

普
通
）
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　 （ 志 願 者 ）

(
フ

リ
ガ

ナ
)
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名

取
扱

金
融

機
関
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印

電
信

扱
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扱

金
融

機
関
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印
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扱

金
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関
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志 願 者 整 理 票          ※ 欄は記入しないこと。 
志願者名（楷書で枠からはみ出さないように記入する。） 

受 験 番 号 

 

（記入しないこと） 

氏   名 

左半分に姓、右半分に名前、 
下にフリガナをつけること。 

性 
 

別 

出 身 大 学 

が所在する 

都道府県名 

出身大学・学部の名称 

（下にフリガナをつ 
けること。） 

卒
業
年
月 

勤  務  先 

 

  

  

 

  

   

 
 

合格通知書送付先 
 

〇右の記入欄に送付先

住所等を記入してく

ださい。  

 

※ （受験番号欄につい

ては記入不要です）  

 

・電話番号は確実に連

絡の取れる番号を記

入してください。 

おところ： 

Address 
                                                                                 

                                                                             

  （※受験番号           ）                  

おなまえ： 

Name 

 

様 
                                                                            

電話番号：（携帯含む）  

Telephone Number         （     ） 

 
 

入学手続書類送付先 
 

〇右の記入欄に送付先

住所等を記入してく

ださい。  

 

※ （受験番号欄につい

ては記入不要です）  

 

・電話番号は確実に連

絡の取れる番号を記

入してください。 

おところ： 

Address 
                                                                                 

                                                                             

  （※受験番号           ）                  

おなまえ： 

Name 

 

様 
                                                                            

電話番号：（携帯含む）  

Telephone Number         （     ） 

※ 

（               ） 
 

合格通知書送付先の郵便番号、住所、氏名を楷書で正確に記入すること。 

団地の棟番号、戸番や下宿先の〇〇方なども必ず記入すること。 

              

（               ） 
 

入学手続書類送付先の郵便番号、住所、氏名を楷書で正確に記入すること。

団地の棟番号、戸番や下宿先の〇〇方なども必ず記入すること。 

              



 



 



 

 

 

 

沖縄県内の現職教員は次の三つの方法で出願を希望できます。 

１ 職務研修の一環として派遣を希望：下表を参照。 

２ 無給休職制度を利用：詳細は、学校長と相談の上、市町村教育委員会まで問い合わせる。 

３ 幼稚園教諭：詳細は、所属長と相談の上、市町村の教育委員会・担当部局まで問い合わせる。 

 

教職大学院 
受験志願者 

市町村立小・中学校 県立学校 国立・私立学校 

5 月 募集要項配布 
〇受験志願者は「募集要項」の「入学願書」（写）、「教育実践概要」（写）の２点を校長に提出

（原本は出願用） 

6 月  

オープンキャンパス 

〇校長は沖縄県教育庁発信公文「琉球大学大学院教育学研

究科（専門職学位課程）への現職教員派遣等について」に定

める期限までに「協議書」を作成し、市町村教育委員会教育

長または沖縄県教育庁学校人事課へ提出する。 

校長は受験志願者の申請

に従って8月末までに国立

学校、私立学校それぞれ

の学内手続きを行う。 

 

学内の手続きを経て許可

されれば、「募集要項」に

ある「受験承諾書」（各学校

長が作成）が受験志願者

に渡される。 

7 月 

学校⇒市町村教育委員会⇒

教育事務所⇒県教育庁学校

人事課の順に書類確認があ

り、8 月に選考を実施 

学校⇒県教育庁学校人事課

の順に書類確認があり、8

月に選考を実施 

8 月上旬 

県教育庁での選考 

選考結果によって派遣可と派遣不可に分かれる 

派遣可の場合 

「募集要項」にある「受験承諾

書」（各市町村教育委員会教

育長が作成）が渡される。 

派遣可の場合 

「募集要項」にある「受験承

諾書」（各学校長が作成）が

渡される。 

県による派遣が不可で大学院への入学を志望する場合は、

無給休職制度を利用することができる。その手続きについて

は、学校長へ相談の上、市町村教育委員会等に確認する。 

9 月中旬～下旬 募集要項で求められる書類を添えて出願 

10 月中旬 入試 

11 月上旬 合格者発表 

12 月    

1 月    

2 月    

3 月上旬 学修成果発表会 （合格者は参加推奨） 

3 月下旬 入学手続き 

 

一次募集の合格者が定員に満たない場合は二次募集を行うことがある。 

沖縄県内の教員現職派遣希望者（幼稚園教諭を除く）の出願から入学までの流れ 


